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若き精鋭たちが世界一の座をかけて戦う世界カート選手権。 

今年も鈴鹿サーキット国際南コースで開催！ 
 

昨年日本で初めて開催された「世界カート選手権」が、今年も鈴鹿サーキット

国際南コースを舞台に開催される。昨年は海外から有力選手が参戦し、

4レース行われた決勝ではポーランドのK・バス（20歳）がレース1、レース2で

連勝。レース3はイタリアのＩ・ダコスト（17歳）、レース4はF1マクラーレンチーム

の育成選手で、オランダのＮ・デ・ブリース（16歳）が優勝を飾った。彼らは

この戦いを出発点としてステップアップして行くはずだ。そして今年も将来の

F1を目指す精鋭たちが鈴鹿に結集する。 

 

 

 

Ｆ・カンポネスキ、Ｍ・バースタッペン、Ｄ・フォレ。 

今年も世界の強豪、精鋭が鈴鹿に結集！ 
 

世界選手権にふさわしく、今年も世界のトップ選手が鈴鹿に結集する。まずは昨年

ランキング3位を獲得したイタリアのF・カンポネスキ（21）だ。昨年のランキング上位2名

がフォーミュラに転向したこともあって、カンポネスキが優勝候補

筆頭と言っていいだろう。またオランダの新鋭、弱冠14歳のM・

バースタッペンにも注目だ。さらにはカートの各選手権で過去

4度の世界チャンピオンに輝き、2008年の鈴鹿CIK‐FIAワールド

カップ カートレース in JAPANで優勝したイタリアのベテラン、

D・フォレも参戦する。他に鈴鹿初参戦となるF・ティニ、L・ジョー

ドン、T・グローマノバらの精鋭たちにも注目だ。彼らが国際南

コースをどう攻めるのか！？いずれにせよこれまでにない

ハイレベル＆ハイスピードな戦いとなるのは間違いないだろう。 

２０１２ ＣＩＫ－ＦＩＡ 世界カート選手権 第１戦 
2012 CIK-FIA World Karting Championship (Rd 1) 

５月１８日（金）
１９日（土）
２０日（日）

練習走行 

予選、レース１・２ファイナル 

予選、レース３・４ファイナル 

2012年5月11日

株式会社モビリティランド 鈴鹿サーキット

併催レース：2012 CIK-FIA アジアパシフィックKF2 選手権

特別レース：2012 FP-Jr CHALLENGE KART RACE IN SUZUKA

オフィシャルパートナー：TONY KART JAPAN CO.,LTD.

2011年スタートシーン（レース3） 

レース4を制したN・デ・ブリース 

Ｆ・カンポネスキ 
Ｄ・フォレ 
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迎え撃つ日本勢も強力！昨年の雪辱を期す石井一也、アジアパシフィック

選手権優勝の佐々木大樹が、そして佐伯新が参戦！! 
 

来日する強豪選手を迎え撃つ形となる日本勢もまた強力選手が顔を揃える。

なかでも注目なのが石井一也（22歳）だ。2009年から昨年までFCJ（フォーミュラ

チャレンジ・ジャパン）に参戦して活躍したが、08年、09年には世界カート選手権

に参戦するなど、カートの実績も十分。昨年もこの鈴鹿の世界カート選手権に

参戦。トップ争いを展開したものの、はじき飛ばされる形で

無念の結果となっただけに、今年こそはの思いが強い。 

また今季全日本F3に参戦している佐々木大樹（21歳）

は2007年の全日本カート選手権FAクラスのチャンピオン。

昨年鈴鹿の世界カート選手権に参戦してレース4で3位に

食い込む健闘を見せ、その後マカオで行われたアジアパシフィック選手権KF1で優勝を飾った。

今年は世界選手権でのチャンピオンを目指しての参戦だ。さらには昨年の世界カート選手権の

併催で行われた CIK-FIA アジアパシフィック選手権KF2で優勝を飾った佐伯新（17歳）が、

いよいよ世界選手権に参戦してくる。昨年の勢いを駆って世界を制するか！？彼らと海外の

強豪戦たちとのバトルは最後まで目の離せない接戦となりそうだ。 

 

「すばらしいコースでびっくりした」 

Ｊ・バトンが振り返る国際南コースはＦ１ドライバーたちの原点だ 
 

鈴鹿サーキットでは世界選手権と同じ格式を持つCIK‐FIAワールドカップ カートレースin 

JAPANを1991年から開催してきた。現在F1で活躍するフェラーリのF・アロンソ、マクラーレンの

J・バトン、メルセデスのN・ロズベルグなどは鈴鹿での戦いを原点にF1にまで登りつめて行った

のだ。 

現在F1マクラーレンチームで活躍するバトンは昨年のF1

日本GPの時「130Rの手前にあるカートコースで1996年と97年

にレースをしたけど、すばらしいコースで本当にびっくりした。

僕はベストサーキットだと思うよ」と、当時の印象を語ったほどで、

鈴鹿サーキット国際南コースを制することは世界への扉を開

くことでもある。彼らに続く未来のF1ドライバーがきっと現れる

はずだ。 

 

 

世界カート選手権はゆうえんち入園料でご覧いただけます。（※各日とも１日のみ有効） 
 

料金（ゆうえんち入園料） 
大人 

（中学生以上） 
子供 

（小学生） 
幼児 

(３歳～未就学児) 

1,600円 800円 600円 

 

 
 

お車でお越しの方は、ゆうえんち駐車場に駐車いただき、

無料シャトルバスをご利用ください。 

【無料シャトルバス】 

■運行区間：メインゲート⇔国際南コース 

■運行日程：5月19日・20日（日）両日とも7:30～18:00

※約30分間隔で随時運行 [価格はすべて税込]

石井一也 佐々木大樹 

佐伯新 

J・バトン 

F・アロンソ N・ロズベルグ


